
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の始期及び終
期

28年度 29年度 30年度

予定 予定 予定
円 円

事業費 2,430,000 2,430,000

交付金額 2,430,000 2,430,000

事   業   評   価   書

　不法投棄監視パトロール車購入事業

　伊江村長

　伊江村字東江前地内

円 円 円

補 助 事 業 の 内 容

　平成26年度

事業費及び交付 金額

26年度 27年度 計

円

補助事業の成果の目標

　近年、本村内において、海岸、道路及び草むら等への不法投棄が増
加しており、 平成25年度12月から平成26年度7月までに9件発生してい
る状況にある。
　当該不法投棄により、村の美しい景観の破壊及び生活環境の悪化が
危惧されていることから、不法投棄を監視するパトロール車を購入し、
定期的に村内を巡回することにより、 不法投棄の早期発見、未然防止
に努め、村の環境美化及び生活環境の改善を図るものである。
　(参考指標)
　年間不法投棄発生件数9件以下

　物品購入
　不法投棄監視パトロール車 1台

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周 知 の 実 施 状 況

　【村の環境美化及び生活環境の改善についての成果及び評価】
　整備後、1年間の不法投棄報告書による処理件数は7件であるため、
本事業の成果は得られたものと評価した。
　【地域住民への周知の状況】
　１)村ホームページ及び村広報誌2015年7月号に掲載。
　２)購入車両に「平成26年度 沖絹防衛局 調整交付金事業」と記載。

事業の改善措置及び今
後 の 対 応

　本車両による定期的な巡回を行い、不法投棄の早期発見、未然防止
に努める。

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有

無
　無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の始期及び終
期

28年度 29年度 30年度

予定 予定 予定
円 円

事業費 4,374,000 4,374,000

交付金額 4,300,000 4,300,000

補 助 事 業 の 内 容

事   業   評   価   書

　伊江歯科医院電子カルテシステム購入

　伊江村長

　伊江村字東江前地内

　平成26年度

事業費及び交付 金額

26年度 27年度 計

円 円 円 円

　無

補助事業の成果の目標

　本村東江前に所在する伊江歯科医院は、平成5年に伊江村医療保健
センタ一内に開設し、本村で唯一の歯科医院として村民の歯科保健を
担っている。
　今回、本施設に電子カルテシステムを導入し、患者情報、治療内容、
治療計画及び医療会計について効率化を図り、 患者サービスの向上
及び医療の質の向上に繁げることで、安定的な村民の健康保持及び増
進に寄与するものである。

　備品購入
　歯科用電子力ルテシステム一式

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周 知 の 実 施 状 況

　【患者サービス及び医療の質向上に繋がったかについての成果及び
評価】
　歯科医師及びスタッフへアンケート調査を行った結果
　１）医師同士の確実且つ円滑な情報共有に繋がったか。
　２）患者サービスが向上したか。
　３）医療の質が向上したか。
　以上の3項目全てについて、満足の得られる回答であったため、事業
の成果は達成されたものと評価した。
　【地域住民への周知の状況】
　１)村ホームページ及び村広報誌2015年7月号に掲載。
　２)購入機器に「平成26年度沖縄防衛局調整交付金」と記載。

事業の改善措置及び今
後 の 対 応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有

無

　電子カルテシステムの適切な管理及び円滑な歯科保健体制を整える
ことに努める。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終
期

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

円 円 円

112,700,000 4,300,000 36,300,000

0 0 0

0 0 0

112,700,000 4,300,000 36,300,000 0 0

0 13,500,000 14,000,000

112,700,000 103,500,000 125,800,000

基金処分額

造成額 市町村
費等

その他

交付金

事   業   評   価   書

　伊江村環境衛生施設維持運営事業

　伊江村長

　伊江村地内

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有

無

基金残額

　環境衛生施設の維持運営

　平成24年度から平成34年度

円 円

基金

計

　引き続き適切に維持運営するよう努める。

　無

補助事業の成果の目標

　本村内の環境衛生施設について、ゴミ処理施設であるE&Cセンタ一及び産業
廃棄物最終処分場と火葬場である聖苑が設置されており、今日まで安定的に維
持運営を図ってきた。
　今般、ゴミの減量化、資源化の推進、適正処理、処分量の削減等の環境問題
に対する対応が求められている社会情勢を踏まえ、本年度も調整交付金を充当
し、引き続き安定的な維持運営を図り、地域住民の生活環境の改善に寄与す
る。
　(参考指標)
　間接的指標
　１)産業廃棄物最終処分場の搬入量(H25からH34迄の累計)88,000m3
　２)E&Cセンターの搬入量(H25からH34迄の累計)11,296t

事業費及び交付金額

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周 知 の 実 施 状 況

　【安定的な維持運営による生活環境の改善についての成果及び評価】
　平成26年度
　産業廃棄物最終処分場の搬入量8,453㎡   全体に占める割合9.6%
　E&Cセンターの搬入量1,597t                   全体に占める割合14.1%
　【地域住民への周知の状況】
　１ )村ホームページ及び村広報誌2015年7月号に掲載。
　２)地元区長会にて計画内容を周知。

事業の改善措置及び今
後 の 対 応



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の始期及び終
期

28年度 29年度 30年度

予定 予定 予定
円 円

事業費 3,780,000 3,780,000

交付金額 3,780,000 3,780,000

補 助 事 業 の 内 容

事   業   評   価   書

　交通安全施設区画線維持運営事業

　伊江村長

　伊江村地内

　平成26年度

事業費及び交付 金額

26年度 27年度 計

円 円 円 円

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有

無

　本事業が、地域住民に高い評価を得ているので、引き続き今後も計画
的に実施する。

　無

補助事業の成果の目標

　村道における区画線について、長年にわたる車両通行による経年摩
耗が激し<、 区画線の視認性が低下している状況であるため、現在、 車
両及び歩行者の安全で円滑な交通に支障を来しているものである。
　このことから、本事業により区画線の塗り替えを実施することで、地域住
民の安全で円滑な道路交通等を確保するものである。

　維持運営事業
　区画線補修一式

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周 知 の 実 施 状 況

　【安全で円滑な道路交通の確保についての成果及び評価 】
　地域住民へアンケート調査を行ったところ、「整備前に比べ区画線の
確認がしやすくなった」と多数の回答を頂けたことから、本事業の成果は
得られたものと評価した。
　【地域住民への周知の状況】
　１)村ホームページ及び村広報誌2015年7月号に掲載。
　２)地元区長会にて計画内容を周知。
　３)工事期間中の工事看板に記載。

事業の改善措置及び今
後 の 対 応



補    助    事    業    名

補  助  事  業  者  名

実      施      場      所

補助事業の内容

補助事業の始期及び終
期

28年度 29年度 30年度

予定 予定 予定
円 円

事業費 68,040,000 68,040,000

交付金額 65,000,000 65,000,000

事   業   評   価   書

　上水道浄水施設ろ過膜取替工事

　伊江村長

　伊江村字東江上地内

　ろ過膜取替工事一式

　平成26年度

事業費及び交付金額

26年度 27年度 計

円 円 円

　引き続き点検及び維持管理の徹底に努める。

　無

補助事業の成果の目標

　本村東江上に所在する城山浄水場は、平成11年度に水質改善等を
目的としたろ過装置を導入し、本村の安心、安全な飲料水の安定供給
を図ってきた。
　 しかし、 ろ過装置導入から15年が経過していることから、近年、本装
置の経年劣化が原因による設備の不具合及び膜部分からの漏水が生
じ、一部ろ過膜の取替を余儀な<され,安定的な水質管理への影響が懸
念される状況である。
　このことから、ろ過装置の一括取替を行い、 地域住民に対し、 安心、
安全な飲料水の安定供給を確保するものである。

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への

周知の実施状況

　【安心、安全な飲料水の安定供給の確保についての成果及び評価】
　整備後、1年間の不具合の発生状況は0件であることから、本事業の成
果は得られたものと評価した。
　【地域住民への周知の状況】
　１)村ホームページ及び村広報誌2015年7月号に掲載。
　２)地元区長会にて計画内容を周知。
　３)工事看板に記載。

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有

無

円



補   助    事    業    名

補  助  事  業  者  名

実      施      場      所

補助事業の始期及び終
期

28年度 29年度 30年度

予定 予定 予定
円 円

事業費 3,780,000 3,780,000

交付金額 3,150,000 3,150,000

事   業   評   価   書

　漁船等巻揚機購入整備事業

　伊江村長

　伊江村川平地内

円 円 円

補助事業の内容

　平成26年度

事業費及び交付金額

26年度 27年度 計

円

　漁業関連施設を適切に管理してい<。

　無

補助事業の成果の目標

　本村の漁業経営者が所有する漁船等について、定期点検時や台風
等の異常気象時には、巻揚機による陸揚げを行うことで、漁船の整備及
び災害による破損を回避し、安定的な漁業経営を確保してきた。
　しかし、現在巻揚機は設置後15年以上が経過し、老朽化による作業効
率の低下や、年4回程度の不具合が生じている状況である。
　このことから、当該巻揚機を更新することで、漁船等の円滑な陸揚げを
行い、安定的な漁業経営を確保するものである。
　(参考指標)
　年当たり不具合発生件数 0回

　備品購入
　巻揚機 1基

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への

周知の実施状況

　【安定的な漁業経営の確保についての成果及び評価】
　整備後、 1年間の不具合件数は0件であることから、本事業の成果は
得られたものと評価した。
　【地域住民への周知の状況】
　１)村ホームページ及び村広報誌2015年7月号に掲載。
　２)地元区長会にて計画内容を周知。
　3)購入機器に「平成26年度沖縄防衛局調整交付金事業」と記載。

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有

無



補    助    事    業    名

補  助  事  業  者  名

実      施      場      所

補助事業の始期及び終
期

28年度 29年度 30年度

予定 予定 予定
円 l」i

事業費 5,637,600 5,637,600

交付金額 5,637,600 5,637,600

事   業   評   価   書

　伊江村救急患者搬送船専用船台購入整備事業

　伊江村長

　伊江村川平地内

円 円 円

補助事業の内容

　平成26年度

事業費及び交付金額

26年度 27年度 計

円

　無

補助事業の成果の目標

　本村では内閣府補助事業により、救急患者搬送や沿岸区域での水難
事故等の救助活動、災害時における物資等供給活動等を行うための
「伊江村救急患者搬送船」を整備中であり、整備後は救急医療及び危
機管理体制の充実化を図ることとしている。
　これに伴い、 本事業により専用船台を整備することにより、 船舶の定
期点検時や台風等の異常気象時の陸揚げを可能とし、船舶の性能維
持及び長寿命化を図るものである。
　(参考指標)
　間接的指標:年当たり稼働日数8日

　備品購入
上架
　船台 1台

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への

周知の実施状況

　【船舶の性能維持及び長寿命化についての成果及び評価】
　整備後、1年間の稼働状況は14日であることから、本事業の成果は得
られたものと評価した。
　【地域住民への周知の状況】
　１)村ホームページ及び村広報誌2015年7月号に掲載。
　２)地元区長会にて計画内容を周知。
　３)購入船台に「平成26年度沖縄防衛局調整交付金事業」と記載。

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有

無

　船台を適切に維持管理し、質の高い離島医療サービスの提供に繁げ
る。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の始期及び終
期

28年度 29年度 30年度

予定 予定 予定
円 円

事業費 3,402,000 3,402,000

交付金額 3,402,000 3,402,000

事   業   評   価   書

　村民レク広場備品購入事業

　伊江村長

　伊江村字東江前地内

円 円 円

補 助 事 業 の 内 容

　平成26年度

事業費及び交付 金額

26年度 27年度 計

円

　今後も安全かつ安定的に施設管理の運営を進めてい<。

　無

補助事業の成果の目標

　本村には、村内外の子供から老人までがスポーツや自然観察を通し
て交流を行うための村民レク広場が整備されており、これまで多くの利
用者が訪れ、村の観光振興に寄与してきた。
　しかし、広場を維持管理するためのグリーンモアー(芝刈り機)につい
て、整備後13年が経過し、老朽化による不具合が年15回程度生じてい
る状況である。
　このことから、本事業にてグリーンモアーを更新することで、安定的な
管理運営を図り、村の観光振興に寄与するものである。
　(参考指標)
　年当たり不具合件数 0回

　備品購入
　乗用3連グリーンモアー 1台

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周 知 の 実 施 状 況

　【安定的な管理運営についての成果及び評価 】
　整備後、 1年間の不具合件数は0件であることから、本事業の成果は
得られたものと評価した。
　【地域住民への周知の状況】
　１)村ホームページ及び村広報誌2015年7月号に掲載。
　２)地元区長会にて計画内容を周知。
　３)購入機器に「平成26年度沖縄防衛局調整交付金事業」と記載。

事業の改善措置及び今
後 の 対 応

事業の評価に際しての
第 三者機関の活用の有

無


